
    

【種別】 □小学校  ■中学校  □高等学校  □特別支援学校  □幼稚園・保育園 

     □家庭   □地域   □通学合宿  □その他（            ） 

取組名 幼・小・中合同運動会及び小中音楽交流    

実施団体 宮若市立宮田西中学校（代表）    市町村 宮若市 

該当する 

アクション 

プラン 

○アクションプラン３  

  保幼の連携、各校種間の一貫した教育を推進しよう 

実施期日(期間) 平成２２年４月１日(木)～平成２３年３月３１日(木)［ 泊 日］ 

対象・参加者数 幼（笠松幼稚園）・小（笠松小）・中（宮田西中）の全園児・児童・生徒 

ねらい 

「地域の少子高齢化、過疎化が進み、人間関係が固定化されることから、

目的意識の欠如や消極的になりがちといった生徒達の課題を解決する。」 

○ 合同運動会や合同音楽会といった異校種間交流を取り入れ、演技指導 

  や企画運営に中学生を主体的に関わらせることで、年長者としての責

任感を持たせ自信をつけさせる。（自尊感情の高揚） 

○ 運動会、音楽会、交流授業といったさまざまな学校行事での交流を通 

じて、子ども達や教職員に対して、幼小中１１年間の一貫性のある教育

活動への「見通し」や「意識」を持たせる。  

○ 学校、保護者、地域が一体となる行事を通して、「地域の子どもは、地域みんな 

で育てる」機運を盛り上げ、連携の深化を図るとともに、地域全体の教育力を高

める。 

学校・家庭・地域

の連携における

活動の工夫点 

 

○風土○風土○風土○風土や歴史や歴史や歴史や歴史の活用の活用の活用の活用  

宮田西中校区は１幼・１小・１中から成り、保護者同士が旧知の間柄であり、学

校活動に対し協力的である。また早くから、幼・小・中の文化的、体育的行事及

び授業研究会を合同実施してきた歴史がある。 

○学校○学校○学校○学校間間間間の連携、家庭の連携、家庭の連携、家庭の連携、家庭（保護者）との（保護者）との（保護者）との（保護者）との連携、意見の反映連携、意見の反映連携、意見の反映連携、意見の反映 

毎年５月に幼小中代表者からなる実行委員会を立ち上げ、その年度の交流

計画を策定している。特に、８年前から始まった５歳から１５歳までの

園児・児童・生徒達が参加する「幼・小・中合同運動会」については、

事故防止を念頭に、合同職員会議や合同ＰＴＡ役員会議等の綿密な事前

打ち合わせを実施している。併せて地域住民には、応援と駐車場の提供

を要請している。また、前年度の合同反省会での意見を踏まえ、学校・

保護者間で、事前会合を重ね、その会合から出た意見を盛り込むもとと

もに、子ども達の「体格や体力の格差」を考慮した、「安全」と「教育

効果」を重視したきめ細かい運動会となっている。 

 ＜具体例①＞実施会場の選定 

    実施会場は、園児の体力を考慮し、幼稚園が隣接する小学校グラウンドト

ラックを使用する。 

＜具体例②＞プログラム上の配慮 

運動能力や体力の面で配慮を要する園児の種目を、９月でも比較的涼しい

気温の午前に集中させる。園児の競技補助は年齢が近い小学生が行う。 

＜具体例③＞整列上の配慮 

全体競技、整列、着席時においては園児を中心に年齢の近い順に児童を配

置し、合同演技に際しては一列目に演技指導担当の中学生が立ち、最後列か

ら教職員が見守る等、年少者に不安をいだかせないように配置する。 

 ＜具体例④＞年齢に応じた競技種目の検討 

○ 日常日常日常日常レベルでの交流レベルでの交流レベルでの交流レベルでの交流    

職員間の親睦交流も盛んであり、PTAについては小・中合同の視察研修を行

うなど日ごろから校種間のあらゆるレベルでの連携を心がけている。 

具具具具    体体体体    的的的的    なななな    取取取取    組組組組    事事事事    例例例例    



指導者等 

①  幼稚園・小学校・中学校教職員及びPTA役員 

② 学校評議員 

 

（事業の概要）（事業の概要）（事業の概要）（事業の概要）    

  各校種間の一貫した教育を推進する 

 

主な活動内容 

 

（具体的な活動内容）（具体的な活動内容）（具体的な活動内容）（具体的な活動内容）    

・５月７日５月７日５月７日５月７日   第１回実行委員会第１回実行委員会第１回実行委員会第１回実行委員会  

                幼稚園長、小・中学校校長、教頭、教務主任で構成  

        平成２２年度の合同行事の日程を決定 

 

・５月３１日５月３１日５月３１日５月３１日    実践交流会担当者打合せ実践交流会担当者打合せ実践交流会担当者打合せ実践交流会担当者打合せ  

 

・６月１０日６月１０日６月１０日６月１０日 第１回実践交流会（授業交流）第１回実践交流会（授業交流）第１回実践交流会（授業交流）第１回実践交流会（授業交流）  

        宮田西中学校において、各学級の授業を公開し  

        全体会において協議を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・７月２３日７月２３日７月２３日７月２３日 第２回実行委員会第２回実行委員会第２回実行委員会第２回実行委員会 

       幼・小・中の実行委員及び・体育主任により運動会 

の原案を作成  

 

・７月２６日７月２６日７月２６日７月２６日 合同職員会議合同職員会議合同職員会議合同職員会議  

                幼・小・中全職員による最終打合せ会議  

  

・９月１０日９月１０日９月１０日９月１０日   幼・小・中による合同練幼・小・中による合同練幼・小・中による合同練幼・小・中による合同練習習習習（午前中）  

        小中合同による協議の練習及び中学生が考案した  

        ダンスを幼・小の子ども達に指導  

 

・・・・９月１４日９月１４日９月１４日９月１４日 小・中合同ＰＴＡ役員会小・中合同ＰＴＡ役員会小・中合同ＰＴＡ役員会小・中合同ＰＴＡ役員会    

    

・ ９月１５日９月１５日９月１５日９月１５日 予行練習予行練習予行練習予行練習会（会場：笠松小）会（会場：笠松小）会（会場：笠松小）会（会場：笠松小）    

 

 

 



 

  

・９月１９日９月１９日９月１９日９月１９日 第７第７第７第７回幼・小・中回幼・小・中回幼・小・中回幼・小・中合同運動会合同運動会合同運動会合同運動会（会場：笠松小）（会場：笠松小）（会場：笠松小）（会場：笠松小） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１０月１０月１０月１０月        ７日７日７日７日 小・中合同ＰＴＡ役員会小・中合同ＰＴＡ役員会小・中合同ＰＴＡ役員会小・中合同ＰＴＡ役員会  

          合同運動会の反省及び次年度に向けての確認  

・１０月２０日１０月２０日１０月２０日１０月２０日  第３回実行委員会第３回実行委員会第３回実行委員会第３回実行委員会  

          運動会の反省及び次年度の向けての確認  

          第２回実践交流会（授業交流）にむけて 

・１１月１１月１１月１１月        ９日９日９日９日 小中ＰＴＡ合同視察研修小中ＰＴＡ合同視察研修小中ＰＴＡ合同視察研修小中ＰＴＡ合同視察研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１１月１２日１１月１２日１１月１２日１１月１２日 第２回実践交流会（授業交流）第２回実践交流会（授業交流）第２回実践交流会（授業交流）第２回実践交流会（授業交流）  

         笠松小学校において、３つの学級の算数の授業を  

         公開したのち、全体で協議を実施  

 

・１月下旬１月下旬１月下旬１月下旬  小中音楽交流打合せ小中音楽交流打合せ小中音楽交流打合せ小中音楽交流打合せ  

    

・２月・２月・２月・２月    ４日４日４日４日  音楽交流（小６年生・中２年生）音楽交流（小６年生・中２年生）音楽交流（小６年生・中２年生）音楽交流（小６年生・中２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・２月２２日２月２２日２月２２日２月２２日 第４回実行委員会第４回実行委員会第４回実行委員会第４回実行委員会  

          次年度の合同行事の内容について検討  

 



 

取組のポイント

とその成果 

（ポイ（ポイ（ポイ（ポイント）ント）ント）ント）    

①①①①交流行事交流行事交流行事交流行事でででで中学生中学生中学生中学生に責任あるに責任あるに責任あるに責任ある役割役割役割役割を課を課を課を課しているしているしているしている    

幼・小・中合同運動会や小・中音楽交流会では、中学生が幼稚園・小

学生に対し演技を指導し、リーダーとしての自覚と責任をもたせること

を意識した。 

②幼・小・中の教職員やＰＴＡ組織の連携②幼・小・中の教職員やＰＴＡ組織の連携②幼・小・中の教職員やＰＴＡ組織の連携②幼・小・中の教職員やＰＴＡ組織の連携を強化している。を強化している。を強化している。を強化している。  

代表者による合同実行委員会、合同職員会議、合同ＰＴＡ役員会とい

ったあらゆるレベルの会議を通して、細部までの計画を作成した。  

③日常から学校③日常から学校③日常から学校③日常から学校職員や保職員や保職員や保職員や保護者間の護者間の護者間の護者間の交流・交流・交流・交流・連携を図っている連携を図っている連携を図っている連携を図っている。  

授業交流会や懇親会を通して、幼小中の教職員は、子ども達の「育ち」

の情報を共有しており、保護者同士はＰＴＡの「合同視察研修会」等を

通じて信頼関係を築いており、常に協力しながら学校をサポートできる

体制ができている。  

    

（成果）（成果）（成果）（成果）  

以下は、「合同運動会を終えて」と題した感想文である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈生徒の感想〉 

○中学に入って初めての運動会でした。小学校の時から中学生の

演技をずっと見ていてすごいなぁと思っていました。実際に中学

生になってみると、そのための練習はすごくきつくて大変でし

た。運動会を通して私は「助け合うことの大切さ」をあらためて

実感することができました。わからないことがあった時には、友

達にきいて協力してもらったり、友達がわからないところは一緒

に合わせたりすることで、協力が深まって、もっと仲良くなれた

りするからです。（中１生徒） 

○幼、小、中が一つになっていた。（生徒アンケート「運動会が

とてもよかった理由」） 

〈保護者の感想〉 

○「幼、小、中の合同」と聞いて、はじめはごちゃごちゃしているのかな

と思ったけど、それぞれが助け合いお互いを生かしてしっかり競技できて

いたと思います。地域の人も関わっていたし、みんな家族のように感じま

した。 

○・・・幼、小、中がみんな真剣にしていてとてもよかったです。来年も

こんな運動会にしてください。 

○・・・小学生は中学生によい刺激を受けており、憧れや尊敬が芽生えて

いるように感じられました。（笠松小学校保護者アンケートより） 

 



 

①達成感①達成感①達成感①達成感からからからから自尊感情へ自尊感情へ自尊感情へ自尊感情へ  

合同運動会を通じて、園児や児童といった年少者については、将来の

自分の役割に対する意識づけと年長者への畏敬の念が、逆に指導的役割

を果たす年長者については、「年少者に見られている」意識から、自立

心や思いやりの心が生じている。紅白に分かれ、優勝を目標に一致団結

して競い合うことから、すべての競技、応援、準備体操にいたるまで、

単独運動会には見られない、子ども達の真剣かつ全力で取組む姿勢が見

られ、特に中学生については、演技指導を行う等、交流に積極的に関わ

っていることから、行事を終えると、やりとげた達成感から自信がみな

ぎっており、自尊感情の高揚につながっている。  

②「小１プロブレム」・「中１ギャップ」の解消②「小１プロブレム」・「中１ギャップ」の解消②「小１プロブレム」・「中１ギャップ」の解消②「小１プロブレム」・「中１ギャップ」の解消  

中学校の文化祭にも、小学生が自発的に多数来校し、合同運動会で中

学生と一緒に演じたダンスに興じるなど、確実に心の交流が広がってい

る。 

これら一連の継続した校種間交流を通じて、子ども達や保護者の間に

一体感と安心感が広がっており、学校段階等の区切りが原因とみられる

「小１プロブレム」や「中１ギャップ」問題の解消にもつながっている。 

③地域の一体化と学校への支援③地域の一体化と学校への支援③地域の一体化と学校への支援③地域の一体化と学校への支援  

地域においても、９月の合同運動会は年中行事の１つとして、すでに

定着しており、お年寄り達の楽しみの１つとなっている。駐車場の提供

も協力いただいている。このように地域関係者の理解と協力を得なが

ら、大人達みんなで、校区内のすべての子ども達を守り、育て、応援す

る輪が幾重にもできている。  

 


